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3 月 22 日には東京も桜開花が予
想され、開花が遅かった昨年より
だいぶ前倒しです。今年の冬は、
大寒ぐらいまでは、記録的な降雨
の少なさから大船渡での山火事に
よる被災もあり１４年前の東日本
大震災につづき再被災された方も
おられるとのこと、昨年の能登半

島の地震とそれに続き大雨等、つくづく我が国の自然災害の多
さが再認識されます。被災されました方々には心よりお見舞い
を申し上げますとともに、一日も早い復旧をお祈り申し上げま
す。昨年は国外におきましても、激動の年となりました。ＵＳ
においては、トランプ大統領が圧倒的な強さで再選出されまし
て、次々と大統領を発令しております。紛争の起こっていたガ
ザ地区や、ウクライナで一時的にせよ停戦になり、終結の条件
交渉のテーブルについたことは、いろいろ問題はあるものの、
特筆すべきであり、このように、国のトップが変わるとガラッ
と国家の政策が一変するのは、日本のように、誰が首相になろ
うとも、政策自体が引き継がれるのが当たり前の環境におりま
すと、非常にびっくりすることです。関税の掛け合いにより、
グローバリゼーションからの脱却は急激で、ＵＳＡにおいては
研究機関への間接費の大幅削減により、とりあえず、科学予算
とそれに伴いポスドクなどの雇用がどうなるかが目下の懸念事
項であります。いままで順調であった日本との共同研究にも早
速いろいろ支障が生じているようでして、今後どのようになっ
ていくかを見届ける必要があります。　
　我々の研究所も創立三年目の春を迎えることになりました。
研究所をサポートいただく法人会員の皆さまには、Biortus 社、
桂化学、Thermo Fisher Scientific 社、帝人ファーマ株式会社
の皆さまには心より、感謝申し上げます。本ニューズレター
には、研究所発足以来ご支援いただいております Biortus 社と

Thermo Fisher Scientific 社には、最新の会社のサービスにつ
いてアピールポイントを記述していただいております。
　また研究所の最も重要なパートであります創薬研究について
は、当初ＣＹＰ研究会として発足した研究会も、共同研究者と
ともに、徐々に成果がでつつありまして、研究会としての最初
の学術論文も現在リビジョン中でもうすぐアクセプトされると
思います。そこから派生した神経変性疾患領域への適応として
現在大型の公的資金を獲得するために、鋭意努力しているとこ
ろです。どんどん共同研究者も新たに加わっていただいており、
研究所の目標である integrated 構造生物学と薬理との融合が
さらに進んでいます。本ニューズレターにも新しく本研究会に
加わった先生方には研究室紹介をお願いしております。これら
の研究会は、参加研究者が全国におりますので、月一でオンラ
インでミーティングを重ねておりますが、昨年、昨年１２月と
本年４月に対面で集まり、研究方針を決定しております。もう
ひとつの重要なパートでありますオンラインシンポジウムは、
昨年９月と、本年３月に実施いたしました。今まで、構造生物
学的技術的な内容が主できしたが、今年からは構造生物学技術
をどう創薬につなげるかという観点でプログラムを企画いたし
ました。９月は神経変性疾患への最新の取り組みを軸に、３月
は、希少疾患への挑戦を主に研究会を実施いたしました。ご講
演の先生方は、アカデミアの方から、製薬会社の方でそれぞれ
の切り口から最先端のご講演をいただきました。ご多忙のとこ
ろ、未発表の内容を含め、情熱的にお話しいただき心より感謝
をいたしております。内容につきましては、本ニューズレター
に掲載いたしました。2025 年度は更なる研究の発展をめざし
頑張っていきたいと思っております。

令和七年３月吉日　　　　　

CBI 研究機構量子構造生命科学研究所　所長　上村 みどり

CBI 研究機構量子構造生命科学研究所設立三年目の春を迎えて　　　
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法人会員のご紹介 
サーモフィッシャーサイエンティフィック　電子顕微鏡事業部

電子顕微鏡事業部の紹介
 サーモフィッシャーサイエンティフィック電子顕微鏡事業部
は、科学と技術の最前線で常に変革を追求しています。我々は、
研究者やエンジニアが微細構造をより深く理解し、新たな発見
をするための最先端のツールを提供することを目的としていま
す。
　これまでにない革新的な技術開発  私たちは、透過型電子顕
微鏡（TEM）、走査型電子顕微鏡（SEM）、および集束イオンビー
ム（FIB）システムの技術を絶えず進化させています。これに
より、より高解像度で鮮明な画像取得が可能となり、ナノスケー
ルでの詳細な分析を実現します。
　デジタル化と自動化 最新のデジタル技術と自動化ソリュー
ションを統合することで、ユーザーの操作性を大幅に向上させ
ています。AI 駆動の画像解析とデータ管理システムにより、研
究プロセスを効率化し、迅速な結果を提供します。
グローバルなサポートネットワーク グローバルに展開する
サービスチームとサポートネットワークを活用し、各地の研究
者や技術者に対して迅速かつ的確なサポートを提供していま
す。これにより、顧客は常に最新の技術を最大限に活用するこ
とができます。
　未来への貢献 環境に配慮した製品設計と製造プロセスを採
用し、持続可能な未来を目指しています。エネルギー効率の高
いシステムとリサイクル可能な材料を使用することで、環境負
荷を最小限に抑えています。
教育とトレーニング 専門的かつ先進的なトレーニングと教育
の場を提供し、次世代の科学者と技術者の育成に貢献していま
す。これにより、ユーザーが最新の技術を習得し、最大限に活
用することができます。
　サーモフィッシャーサイエンティフィック電子顕微鏡事業部
は　、これからも科学と技術の進歩を牽引し、世界中の研究者
に貢献し続けます。私たちの変革は、未来を切り拓く力となり
ます。

サーモフィッシャーサイエンティフィックグループ 電子顕微鏡
の適応範囲
　サーモフィッシャーサイエンティフィックの電子顕微鏡は、
様々な分野で多岐にわたる応用がなされています。以下に、主
な応用範囲を紹介します。
1. 生命科学

• 細胞生物学 : 細胞の微細構造を詳細に観察し、細胞内の
オルガネラや細胞骨格の構造を解析することで、細胞機
能や病態生理学の理解に貢献します。

• 構造生物学 : タンパク質や核酸の 3D 構造を高解像度で
解析し、分子機構の解明や新薬の設計に役立てられてい
ます。

• 病理学 : 組織サンプルの詳細な観察により、疾患の診断
や病態の理解をサポートします。

2. 材料科学
• ナノテクノロジー : ナノ材料やナノ構造の形態と組成を

解析し、新材料の開発や特性評価に貢献します。
• 半導体 : 半導体デバイスの微細構造を解析し、製造プロ

セスの最適化や故障解析を行います。
3. 化学

• • 触媒研究 : 触媒材料の表面構造や反応中間体を観察し、触媒研究 : 触媒材料の表面構造や反応中間体を観察し、
触媒作用のメカニズム解明や新しい触媒の開発を支援し触媒作用のメカニズム解明や新しい触媒の開発を支援し
ます。ます。

• • ポリマー科学 : 高分子材料の微細構造を解析し、その物ポリマー科学 : 高分子材料の微細構造を解析し、その物
理的・化学的特性を理解することで、新しいポリマー材理的・化学的特性を理解することで、新しいポリマー材
料の設計と開発に寄与します。料の設計と開発に寄与します。

4. 物理学
• 物性物理学 : 材料の結晶構造や電子構造を詳細に観察し、

物質の基本的な物性を理解するための研究に利用されま
す。

• ナノスケール物理学 : ナノスケールでの物理現象を観察
し、新しい物理現象の発見やナノデバイスの開発に貢献
します。

5. 環境科学
• 微生物学 : 環境中の微生物の構造を解析し、その生態や

機能を理解することで、環境保護やバイオレメディエー
ションに役立てられます。

• 汚染物質の解析 : 環境中の微量汚染物質の構造を明らか
にし、汚染源の特定や除去方法の開発に貢献します。

　サーモフィッシャーサイエンティフィックの電子顕微鏡は、
その高解像度と多機能性により、科学研究から産業応用まで幅
広い分野で不可欠なツールとして活躍しています。これにより、
新しい発見や技術革新を促進し、様々な分野での進歩に貢献し
ています。

サーモフィッシャーサイエンティフィック 日本 FEI 株式会社
140-0002 東京都品川区東品川 4-12-2 品川シーサイドウェス
トタワー 
 



－研究室紹介－
東京大学大学院薬学系研究科　生命物理化学教室

竹内 恒

　私たちの研究室では、How does a molecule drive life? と
いう問いを念頭に、タンパク質をはじめとする生命を支える構
成分子の動的なふるまいを、核磁気共鳴 (NMR) 法を中心とす
る様々な物理化学的手法によりつぶさに観察し、その機能メカ
ニズムを明らかにすることを目指しています。
　2021 年 10 月に生命物理化学教室に着任させていただき、
まだ 3 年目、総勢 17 名と東京大学大学院薬学系研究科の中で
は小さめの教室ではありますが、幸福 裕講師、徳永 裕二助教、
外山 侑樹助教、秘書、テクニカルスタッフ、大学院生、学部学
生とともにアクティブに研究を行っています。
　生命は、多様な分子がダイナミックに機能することで維持さ
れています。特にタンパク質などの生体高分子は、自らの構造
を動的に変化させることで機能を発揮します。私たちは、原子
分解能で定量的な構造ダイナミクス情報を得ることのできる
NMR 法の強みを生かし、生物学的に重要なタンパク質の構造 -
機能相関を明らかにしてきました。例えば、多剤耐性はすべて
の生物界に広く保存された最も基本的な防御機能ですが、病原
性細菌やがんにおいては、その存在が薬剤治療の大きな障害と
なります。一方、多剤結合タンパク質の薬剤認識においては、
多様な分子に結合できる一方で、それぞれの分子には高い親和
性を示します。なぜそのような広い特異性と強い親和性の両立
が可能なのかは不明でした。当研究室における NMR 法による
解析の結果、多剤結合タンパク質は、薬剤を結合しない状態で
は多様な構造間の平衡にある一方、薬剤結合時にはその多様な
構造の中から化合物に合った構造が選択されることで、様々な
薬剤に結合できることがわかりました。また、その際、多剤結
合タンパク質は、結合部位から離れた領域で運動性を増大させ、
構造エントロピーの増大により高い親和性を実現していました
[1, 2]。また、多剤結合タンパク質の一部は、薬剤に応じて転
写活性を示す構造の存在割合が変化し、転写活性化度が変化す
ることも明らかになりまし [3]。このようにダイナミックな多
剤耐性の分子メカニズムは、タンパク質の構造ダイナミクスを
溶液中でありのままに解析可能な NMR 法により初めて明らか
となったものです。
　私たちは同時に、リガンドや標的分子の運動性を積極的に創
薬に活用する「動的構造創薬」を推進しています。NMR 法に
よって明らかになる構造・運動性情報は、好ましい結合特性を
持つリガンドの開発[4]や、中分子などの新しい創薬モダリティ
の利用の促進 [5] に繋がるだけでなく、動的な創薬作用点の発
見と活用にもつながります。特に、タンパク質 - タンパク質相
互作用 (PPI) は、多くの魅力的な創薬標的を含んでいますが、
PPI サイトは一般的に平面的で広いため、低分子化合物により
カバーすることが困難で、PPI 標的創薬は容易ではありません。
一方、いくつかの PPI 阻害剤は、リガンドが結合すると形成さ
れるように見える動的な創薬作用点：クリプティックサイトに
結合することが知られています。クリプティックサイトは、こ
れまでリガンドと標的との複合体構造が決定されて、初めて見

出されてきましたが 、私たちは NMR 法を用いて、リガンドが
結合していない状態でも、 数％と僅かな割合ではあるもののク
リプティックサイトが開いた構造が存在することを、NMR 法
を用いた ダイナミクス解析により見出しました。また、NMR
情報をもとに、クリプティックサイトを開いた状態で保持させ
る変異体を見出すことに成功し、標的に対するスクリーニング
の効率化にも成功しています。このことは、NMR 法を用いた
タンパク質のダイナミクス制御により、そのドラッガビリティ
を改善し、PPI 阻害剤を含め難しい標的に対する薬剤の構築を
効率化できることを示しています [6]。
　このようなアプローチを実現するためには、NMR 法の可能
性を拡げる方法論の開発を行い続けることも重要です。私たち
は、これまで NMR 法でアプローチすることの難しかった 100 
kDa を超えるような高分子量タンパク質の機能メカニズムの解
明を可能にする研究を行っています。100kDa を超える高分子
量領域における溶液 NMR の適用はいまだに難しさがあります
が、これまであまり着目されてこなかった異種核検出に着目し
N-CRINPT 法 [7] や FC-TROSY 法 [8] といった独自の測定法
を開発することで、例えば実効分子量として 300 kDa にもな
る低温・保存温度において、抗体医薬アナログの構造的特徴を
明らかするなどの成果を挙げることにも成功しています。
　今後も多様な NMR 基盤技術の開発と活用により、生物学的、
創薬科学的に重要な生体高分子の構造・ダイナミクス情報にさ
らなる付加価値を与え、それらがどのようにして生命を駆動す
るのかを解明するとともに、得られた情報の創薬応用や NMR
法を適用する分野の拡大を進めていこうと考えています。

References: 
[1] Sci Rep, 7 (2017) 267.　
[2] Sci Rep, 4 (2014) 6922.　
[3] Proc Natl Acad Sci U S A, 116 (2019) 19963-19972.　
[4] Angew Chem Int Ed Engl, 55 (2016) 14606-14609.　
[5] Angew Chem Int Ed Engl, 60 (2021) 6567-6572. 
[6] Sci Adv, 6 (2020). 
[7] J Med Chem, 63 (2020) 5360-5366. 
[8] Nat Methods, 16 (2019) 333-340.

研究室メンバー（2024 年）



－研究室紹介－
大阪大学　大学院薬学研究科　量子生命情報薬学分野　
FMO 創薬コンソーシアム

福澤 薫

　FMO 創薬コンソーシアム (FMODD) は、日本発の理論手法
であるフラグメント分子軌道 (FMO) 法の創薬分野での実用化
を目指して、2014 年に発足しました。タンパク質―リガンド
結合をはじめ抗体・中分子、タンパク質間相互作用、核酸医薬、
ウイルス、製剤など幅広い創薬モダリティを対象とし、構造生
物学とも連携して分子レベルでの生命科学現象の解明に繋がる
研究を実施しています。「富岳」などのスーパーコンピュータ
を用いて、FMO 法ばかりでなく、ドッキング、古典分子動力
学 (MD)、機械学習、AI などの各種シミュレーション手法を組
み合わせた新規インシリコ創薬手法を用いた実践的研究を推進
し、また計算結果を FMO データベース（https://drugdesign.
riken.jp/FMODB/）として一般公開しており、日本蛋白質構
造データバンク (PDBj) との相互連携も始まっています。2024
年末時点で大学・研究所 28 機関、製薬・IT 企業 20 社が参画し、
180 名以上のメンバーが日々研究を行っています。そのうち３
分の１以上が学生さんたちで、最先端のインシリコ創薬研究を
推進するばかりでなく、若手教育および産業界への普及の場に
なっています。2012 年に CBI 学会の最初の研究会として設立

された「FMO研究会」との関係も深く、講演会やチュートリアル、
夏の学校などを合同で開催しています。
　FMODD と共に歩んだこの 10 年間の計算科学技術の発展は
目覚ましく、我が国のフラッグシップ計算機が「京」から「富岳」
に変わって計算パワーが 100 倍になったこと、また AI の技術
革新によって Alph Fold をはじめ私たちの研究の随所に AI が
浸透したことは強く印象に残る出来事でした。各種シミュレー
ション技術を連携する中で、FMO 法のような量子化学計算手
法の役割は、ともすればブラックボックスになりがちな結果を
論理的に解釈し、物理化学的な思考をもって創薬に取り組むこ
とではないかと考えております。私は当初から研究代表者を務
めさせて頂いておりますが、世話人の世代交代も行われ、中堅
の研究者が FMODD の活動を大いに支え発展させてくれていま
す。限られた手法やグループに収まることなく、インシリコ手
法が多くの実験研究と広く連携して実践的な創薬に繋がること
を夢見て、これからも活動を続けて参ります。
　FMODD の活動にご興味のある方は、ぜひご連絡ください
(https://fmodd.jp/)。

FMODD 設立 10 周年記念シンポジウムでの集合写真（2024 年 5 月 8 ～ 9 日）



シンポジウム開催報告
　2024 年度は中性子産業利用推進協議会、生物・生体材料研
究会と合同で 2 件のシンポジウムを開催いたしました。

【その１】　「神経疾患の分子メカニズム最先端」　
2024 年 9 月 19 日（Zoom によるオンライン開催）

　アルツハイマー病、パーキンソン病、ハンチントン病などの
疾患では神経細胞が徐々に機能を失い、最終的には死に至りま
すが、超高齢化社会においてその発症率は激増し、患者とその
家族にとって大きな負担となっています。本シンポジウムは、
最新の研究成果や治療法の開発状況を共有し、これら疾患の根
本治療に向けて、新たなアプローチを探求する最前線にたつ先
生方にご講演いただきました。演題及び演者は以下の通りでし
た（敬称略）。

司会： 上村 みどり
• 「精神・神経疾患の治療薬のスクリーニング系の開発と

シーズ探索」　貝淵 弘三　（藤田医科大学　精神・神経病
態解明センター　センター長）

• 「神経再生過程におけるニューロンの移動メカニズムと再
生医療への応用」　 澤本 和延　（名古屋市立大学大学院
医学研究科　脳神経科学研究所　神経発達・再生医学分
野）

• 「相分離異常によって生じる神経変性疾患の分子病態」　　　　　　　
森 英一朗　（奈良県立医大医学部　未来基礎医学　（株）
モルミル）　

司会：玉田　太郎
• 「神経再編を促す細胞・分子機構の探索」　上野 将紀　（新

潟大学脳研究所　システム脳病態学）　　　　
• ・「Diosgenin によるアルツハイマー病脳内での軸索修復

作用と臨床研究への展開」　東田 千尋　（富山大学　和漢
医薬学総合研究所　神経機能学領域）

閉会の辞：佐藤 衛　（横浜市立大学 名誉教授 /CROSS/ 中性
子産業利用推進協議会主査）

　貝淵先生は神経伝達物質の下流で誘発される細胞内リン酸化
シグナルの包括的解析を推進し、情動行動や学習・記憶などの
高次脳機能の分子基盤の理解を進めると共に、新規治療薬の開
発に対する新しい情報基盤を確立することを目標としていま
す。
　澤本先生は中枢神経系の発生・再生のメカニズム解明と再生
医療への応用をめざして、成体脳における神経幹細胞の増殖・
分化と新生神経細胞の移動・成熟機構を研究されており、中で
もニューロン再生を促進するバイオマテリアルに注目されてい
ます。
　森先生はタンパク質凝集や変性と非常に密接な関係があるこ
とが近年明らかになってきた LC（low-complexity）ドメイン
の生物学的な機能解明の成果を発表されました。
　上野先生は脳の病気で壊れた神経回路をどのように再建し、
機能を回復するか、そのための原理や方法論を探っており、特
に神経回路の再編メカニズムなどを発表されました。

東田先生は漢方の成分である Diosgenin が神経軸索修復作用を
持つことを発表されました。
　以上、神経疾患の病態解明から新しい治療薬の創製に向けた
最新の研究成果が発表され、活発な質疑応答が交わされました。
参加登録者は約１５０名でした。

【その２】　「希少疾患への挑戦」
　　2025 年 3 月 5 日（Zoom によるオンライン開催）

　患者数の少ない希少疾患は、糖尿病などの生活習慣病や感染
症などとは異なり、すでに多くの薬剤で充足している領域とは
対極をなしています。 ヨーロッパの希少疾患患者会の連携組織
であるＥＵＲＯＲＤＩＳによると、その 80％が遺伝子由来と
のことです。通常は一生を通じて患う慢性疾患ですが、残りは
まれな感染症や免疫疾患、がんなどもあり、その種類は非常に
多いと言えます。小児、特に新生児の場合は重度なことも多く、
ＥＵではおよそ半数が 18 歳を迎えずに亡くなってしまいます
が、治療法が承認されるものは１％に満たないとも言われてい
ます。いわゆるブロックバスター薬とはなりえないため、製薬
会社もビジネス として取り組むことが難しい疾患でもありま
す。しかし、患者さんには大きなニーズがあり、アカデミア、
産業界で協力して開発していく必要性があります。今回はこれ
に着目し、さまざまな方法で希少疾患にとりくむ先生方をお迎
えし、オンラインシンポジウムを開催することとしました。

司会 玉田 太郎 
• 「 タ ン パ ク 質 low-complexity ド メ イ ン の 相 分 離 異

常と神経変性疾患」 　加藤 昌人 （米国 テキサス大学
Southwestern Medical Center / 量子科学技術研究開発
機構・量子生命科学研究所） 

• 「Drug Discovery for Neglected Tropical Diseases」 　
塚原克平 （エーザイ株式会社 hhc データクリエーション
センター長兼筑波研究所長） 

司会：上村 みどり 
• 「小頭症の発症基盤としての神経発生の分子メカニズム」 　

大隅 典子 （東北大学医学系研究科 発生発達神経科学分
野）     

• 「Structural biology of the vitamin D nuclear 
receptor :  f rom mo lecu la r  mechan i sms  to 
therapeutics for cancer and rare diseases.」　
Natacha Rochel, PhD.（Integrated Structural Biology 
Institute of Genetics and of Molecular and Cellular 
Biology） 

閉会の辞：佐藤 衛　（横浜市立大学 名誉教授 /CROSS/ 中性子
産業利用推進協議会主査）

　テキサス大学 /QST の加藤先生は、神経変性疾患を引き起こ
す変異を持つタンパク質として、TDP-43、FUS、TIA1 などの
RNA 結合タンパク質が同定されてきた。これらのタンパク質に
は共通して low-complexity ドメイン（LCD）と呼ばれる Gly, 
Ser, Glu, Tyr の四種類からなる構造を持たない領域が存在し、
多くの病原性変異がこの LCD 上に同定されている。液 - 液相



分離（LLPS）を起こし、非可逆性のアミロイド様クロスβ線維
を形成したりする。神経変性疾患の変異が LCD に入ると、自
己相互作用のバランスが崩れ、細胞内相分離液滴から LCD の
非可逆性クロスβ線維が形成して細胞内に蓄積する。ニューロ
フィラメントタンパク質のヘッドドメインに変異が生じると、
ニューロフィラメント形成が正常に行われなくなるのが原因と
考えられる。TDP43 では中央のＲＮＡ結合部位の変異で早くβ
線維構造を形成することを見出した。またＦＵＳについては、
Ｃ末端側の変異のほうがクリティカルに凝集に関与することが
分かった。エーザイ株式会社の塚原先生のご講演では、製薬会
社としての使命を明確にされながら希少疾患に対する進歩的な
取り組み方やその成果が続々と発表され非常に感銘を受けた。
マイセトーマは最も顧みられない熱帯病 (Neglected Tropical 
Diseases: NTDs) のひとつといわれている。皮膚から感染し、
腫瘤を形成する NTD で、感染経路や罹患者数などの基本的情
報が不足しており、治療法も限られている。マイセトーマ患者
対象試験による世界初の治療薬の創出をめざし、蔓延国のひと
つであるスーダンで、Mycetoma Research Centre、開発パー
トナーの DNDi および、グローバルヘルス技術振興基金（GHIT 
Fund）と協力して、エーザイさんの創製の E1224 の臨床試
験を実施し、スーダンでの承認申請に向け準備している。ま
た、世界トップレベルのアカデミアや研究機関、DNDi などの
非営利研究開発団体と協働することで、優れたアイデアや最先
端技術、蔓延国での臨床開発経験等の叡智を結集し、多くの
創薬プロジェクトを情熱をもって進めておられた。大隅先生
は、ジカウィルス感染症について小頭症発生メカニズムについ
てご講演いただきました。最新の研究から、発生のキーとなる

キネシンを活性化する Kif23 の関与を in vivo での子宮内の遺
伝子導入することで証明されたとのことでした。最後は、フラ
ンスの Institute of Genetics and of Molecular and Cellular 
Biology の Rochell 博士からの VitamineD アンタゴニストを
用いた創薬への挑戦であった。ＶＤについては、アゴニストに
ついては、ハイパーカルセミック作用が副作用と問題になるが、
アンタゴニストはこの副作用を回避できると考えられている。
Carborane を 25 位側につけたＶＤ３誘導体化合物およびバル
キーな側鎖を持ついわいるＺＫの薬理作用についての構造生物
学と薬効についての言及があった。Carborane は非常にＶＤＲ
に選択的に作用し、クル病患者のがん治療に用いられており、
ＺＫは、C ＹＰ 24A1 を経由しアゴニスト様に加水分解される
際にその代謝異常により小児希少疾病である特発性乳児高カル
シウム血症（Idiopathic Infantile Hypercalcemia, IIH）を引
き起こされているとのこと。いずれのご講演もこれらの疾患の
疫学的要因や、関与遺伝子あるいはそのタンパクの性質や機能
など、最先端の情報や実験的なエビデンスを紹介され、未発表
データを含め、非常に興味深いものでありました。

( 近藤 史郎 ＆ 上村 みどり 記 )

編集後記
 桜のたよりが聞かれる季節となりました。毎春発行しておりますニューズレーターも第３回となり、今回も会社お

よび研究室のご紹介などをお届けできました。ご執筆いただいた皆様、またご協力くださった関係者の皆様に、厚く

御礼申し上げます。特に、2024 年度は中性子産業利用推進協議会および生物・生体材料研究会との合同で 2 件のシ

ンポジウムを開催し、今後の研究や治療の進展に向けた新たな知見を得る有意義な機会を得ることができました。今

後、より一層興味深い内容をお届けするため、会員の皆様には引き続きご投稿・ご協力いただければ幸いです。皆様

のご投稿やご提案をもとに、さらに充実したニュースレーターを作り上げてまいりたいと考えております。

　編集者  平坂 雅男
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